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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ユーザに与える不快感を低減させつつユーザに
提案を行う情報処理装置、情報処理方法及びプログラム
を提供する。
【解決手段】情報処理装置の制御部は、ユーザの行動情
報を取得する行動情報取得部と、前記行動情報に基づい
て、前記行動情報を取得した時点におけるユーザの周辺
環境に関連するユーザへの提案情報を取得する提案情報
取得部と、前記提案情報に基づいて、前記ユーザの視野
内に前記提案情報に応じた行動を行うアバターオブジェ
クトを表示するよう表示装置を制御する表示制御部と、
を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの行動情報を取得する行動情報取得部と、
　前記行動情報に基づいて、前記行動情報を取得した時点における前記ユーザの周辺環境
に関連する前記ユーザへの提案情報を取得する提案情報取得部と、
　前記提案情報に基づいて、前記ユーザの視野内に前記提案情報に応じた行動を行うアバ
ターオブジェクトを表示するよう表示装置を制御する表示制御部と、
　を備える、情報処理装置。
【請求項２】
　前記ユーザの属性情報を取得する属性情報取得部を更に備え、
　前記表示制御部は、前記属性情報に対応する前記アバターオブジェクトを表示するよう
前記表示装置を制御する、
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記ユーザの属性情報は、性別情報を含む、
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記ユーザの属性情報は、ユーザの服装を含む、
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記表示制御部は、前記ユーザの属性情報と実質的に同一の属性情報に対応する前記ア
バターオブジェクトを表示するよう前記表示装置を制御する、
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記表示制御部は、視覚、味覚、嗅覚、聴覚および触覚のうち少なくとも１つに関連す
る前記周辺環境に対する知覚行動を行う前記アバターオブジェクトを表示するよう前記表
示装置を制御する、
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記表示制御部は、前記周辺環境に含まれる実オブジェクトの方向を向くよう前記アバ
ターオブジェクトの視線方向を変更するよう前記表示装置を制御する、
　請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記表示制御部は、前記周辺環境に含まれる匂い粒子に向かって前記アバターオブジェ
クトの鼻方向を変更するよう前記表示装置を制御する、
　請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記表示制御部は、前記周辺環境に含まれる音に向かって前記アバターオブジェクトの
耳を傾けるよう前記表示装置を制御する、
　請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記周辺環境は、前記ユーザの周辺の気象を含み、
　前記表示制御部は、前記気象に関連する行動を行う前記アバターオブジェクトを表示す
るよう前記表示装置を制御する、
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記気象に関連する行動は、雨具の購入に関連する行動を含む、
　請求項１０に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記表示制御部は、前記周辺環境に関連する購買行動を行う前記アバターオブジェクト
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を表示するよう前記表示装置を制御する、
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　前記表示制御部は、前記購買行動を行うことが可能な店舗前に前記アバターオブジェク
トを配置するよう前記表示装置を制御する、
　請求項１２に記載の情報処理装置。
【請求項１４】
　前記行動情報は、前記ユーザの疲労状態を示す状態情報を含み、
　前記表示制御部は、前記状態情報に応じた回復行動を行う前記アバターオブジェクトを
表示するよう前記表示装置を制御する、
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１５】
　前記回復行動は、休憩に関連する行動および水分補給に関連する行動のうち少なくとも
１つを含む、
　請求項１４に記載の情報処理装置。
【請求項１６】
　前記行動情報は、前記周辺環境の画像認識結果に基づく前記周辺環境にいる人の前記ユ
ーザに対する否定的なリアクションに基づいて判定され、
　前記表示制御部は、前記否定的なリアクションを再現する前記アバターオブジェクトを
表示するよう前記表示装置を制御する、
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１７】
　前記否定的なリアクションは、前記周辺環境にいる人が前記ユーザに対して視線を向け
ることを含む、
　請求項１６に記載の情報処理装置。
【請求項１８】
　前記情報処理装置は、ＨＭＤ（Ｈｅａｄ　Ｍｏｕｎｔｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ）である、
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１９】
　ユーザの行動情報を取得することと、
　前記行動情報に基づいて、前記行動情報を取得した時点における前記ユーザの周辺環境
に関連する前記ユーザへの提案情報を取得することと、
　前記提案情報に基づいて、前記ユーザの視野内に前記提案情報に応じた行動を行うアバ
ターオブジェクトを表示するよう表示装置を制御することと、
　を含む、情報処理方法。
【請求項２０】
　コンピュータを、
　ユーザの行動情報を取得する行動情報取得部と、
　前記行動情報に基づいて、前記行動情報を取得した時点における前記ユーザの周辺環境
に関連する前記ユーザへの提案情報を取得する提案情報取得部と、
　前記提案情報に基づいて、前記ユーザの視野内に前記提案情報に応じた行動を行うアバ
ターオブジェクトを表示するよう表示装置を制御する表示制御部と、
　を備える情報処理装置として機能させるためのプログラム。
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、情報処理装置、情報処理方法およびプログラムに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　近年、ユーザ情報に応じた画像をユーザに提供する技術が知られている。例えば、ユー
ザの行動情報に応じた画像をユーザに提供する技術が開示されている（例えば、特許文献
１参照）。また、ユーザ情報を取得し、取得したユーザ情報に応じた提案情報をテキスト
データとしてユーザに提供する技術が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２０１６／１５７６７７号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、ユーザにとって不要な情報が提案情報に含まれている場合などには、提案情報
をテキストデータとしてユーザに提供する場合、ユーザに不快感を与えてしまうことがあ
り得る。そこで、ユーザに与える不快感を低減させつつユーザに提案を行うことが可能な
技術が提供されることが望まれる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示によれば、ユーザの行動情報を取得する行動情報取得部と、前記行動情報に基づ
いて、前記行動情報を取得した時点における前記ユーザの周辺環境に関連する前記ユーザ
への提案情報を取得する提案情報取得部と、前記提案情報に基づいて、前記ユーザの視野
内に前記提案情報に応じた行動を行うアバターオブジェクトを表示するよう表示装置を制
御する表示制御部と、を備える、情報処理装置が提供される。
【０００６】
　本開示によれば、ユーザの行動情報を取得することと、前記行動情報に基づいて、前記
行動情報を取得した時点における前記ユーザの周辺環境に関連する前記ユーザへの提案情
報を取得することと、前記提案情報に基づいて、前記ユーザの視野内に前記提案情報に応
じた行動を行うアバターオブジェクトを表示するよう表示装置を制御することと、を含む
、情報処理方法が提供される。
【０００７】
　本開示によれば、コンピュータを、ユーザの行動情報を取得する行動情報取得部と、前
記行動情報に基づいて、前記行動情報を取得した時点における前記ユーザの周辺環境に関
連する前記ユーザへの提案情報を取得する提案情報取得部と、前記提案情報に基づいて、
前記ユーザの視野内に前記提案情報に応じた行動を行うアバターオブジェクトを表示する
よう表示装置を制御する表示制御部と、を備える情報処理装置として機能させるためのプ
ログラムが提供される。
【発明の効果】
【０００８】
　以上説明したように本開示によれば、ユーザに与える不快感を低減させつつユーザに提
案を行うことが可能な技術が提供される。なお、上記の効果は必ずしも限定的なものでは
なく、上記の効果とともに、または上記の効果に代えて、本明細書に示されたいずれかの
効果、または本明細書から把握され得る他の効果が奏されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本開示の実施形態に係る情報処理システムの構成例を示す図である。
【図２】情報処理装置の機能構成例を示す図である。
【図３】制御部の詳細構成例を示す図である。
【図４】提案定義情報の構成例を示す図である。
【図５】エージェント定義情報の構成例を示す図である。
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【図６】思考を伴う行動に対応するエージェントモデル情報の例を示す図である。
【図７】知覚行動に対応するエージェントモデル情報の構成例を示す図である。
【図８】マップ情報の構成例を示す図である。
【図９】エージェントに思考を伴う行動を行わせる第１の例について説明するための図で
ある。
【図１０】エージェントに思考を伴う行動を行わせる第２の例について説明するための図
である。
【図１１】エージェントに思考を伴う行動を行わせる第３の例について説明するための図
である。
【図１２】エージェントに知覚行動を行わせる第１の例について説明するための図である
。
【図１３】エージェントに知覚行動を行わせる第２の例について説明するための図である
。
【図１４】エージェントに知覚行動を行わせる第３の例について説明するための図である
。
【図１５】エージェントに知覚行動を行わせる第４の例について説明するための図である
。
【図１６】情報処理装置の動作の例を示すフローチャートである。
【図１７】情報処理装置の動作の例を示すフローチャートである。
【図１８】情報処理装置のハードウェア構成例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に添付図面を参照しながら、本開示の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１１】
　また、本明細書および図面において、実質的に同一または類似の機能構成を有する複数
の構成要素を、同一の符号の後に異なる数字を付して区別する場合がある。ただし、実質
的に同一または類似の機能構成を有する複数の構成要素の各々を特に区別する必要がない
場合、同一符号のみを付する。また、異なる実施形態の類似する構成要素については、同
一の符号の後に異なるアルファベットを付して区別する場合がある。ただし、類似する構
成要素の各々を特に区別する必要がない場合、同一符号のみを付する。
【００１２】
　なお、説明は以下の順序で行うものとする。
　０．概要
　１．実施形態の詳細
　　１．１．システム構成例
　　１．２．情報処理装置の機能構成例
　　１．３．情報処理システムの機能詳細
　　　１．３．１．エージェント制御に利用される情報
　　　１．３．２．エージェントの制御
　　　１．３．３．情報処理装置の動作
　　　１．３．４．各種の変形例
　２．ハードウェア構成例
　３．むすび
【００１３】
　＜０．概要＞
　まず、本開示の実施形態の概要を説明する。近年、ユーザ情報に応じた画像をユーザに
提供する技術が知られている。例えば、ユーザの行動情報に応じた画像をユーザに提供す
る技術が開示されている。また、ユーザ情報を取得し、取得したユーザ情報に応じた提案



(6) JP 2021-182172 A 2021.11.25

10

20

30

40

50

情報をテキストデータとしてユーザに提供する技術が知られている。
【００１４】
　しかし、ユーザにとって不要な情報が提案情報に含まれている場合などには、提案情報
をテキストデータとしてユーザに提供する場合、ユーザに不快感を与えてしまうことがあ
り得る。そこで、本明細書においては、ユーザに与える不快感を低減させつつユーザに提
案を行うことが可能な技術について主に説明する。
【００１５】
　具体的に、本開示の実施形態においては、提案情報に応じた行動を行うオブジェクトが
表示される。これによって、提案情報がテキストデータとしてユーザに提供される場合と
比較して、提案情報がオブジェクトを介して間接的にユーザに提供されるため、ユーザに
与える不快感を低減させつつユーザに提案を行うことができる。以下では、提案情報に応
じた行動を行うオブジェクトの例として、アバターオブジェクトが用いられる場合を主に
想定する。しかし、提案情報に応じた行動を行うオブジェクトは、アバターオブジェクト
に限定されない。
【００１６】
　また、以下では、提案情報に応じた行動を行うオブジェクトを「エージェント」と称す
る場合がある。エージェントには、ユーザの代わりに処理を行うオブジェクトという意味
も存在し得る。しかし、本開示の実施形態に係るエージェントは、ユーザの代わりに処理
を行うオブジェクトであるとは限らず、本開示の実施形態に係るエージェントが行う処理
の種類は、特に限定されない。
【００１７】
　さらに、本開示の実施形態においては、エージェントが表示部１５０（図２）の表示領
域に表示されるオブジェクト（仮想オブジェクト）である場合を主に説明する。しかし、
エージェントは、自立的に移動可能な実オブジェクトであってもよい。このとき、実オブ
ジェクトはどのようにして移動可能にされていてもよい。例えば、実オブジェクトが回転
体（例えば、タイヤ、ホイールまたはローラなど）を備えている場合、実オブジェクトは
、当該回転体を回転駆動することによって面上（床面上など）を移動可能であってもよい
。あるいは、実オブジェクトが足部を備えている場合、実オブジェクトは、足部を歩行す
るように駆動することによって面上（床面上など）を移動可能であってもよい。
【００１８】
　以上において、本開示の実施形態の概要について説明した。
【００１９】
　＜１．実施形態の詳細＞
　まず、本開示の実施形態の詳細について説明する。
【００２０】
　［１．１．システム構成例］
　まず、図面を参照しながら、本開示の実施形態に係る情報処理システムの構成例につい
て説明する。図１は、本開示の実施形態に係る情報処理システムの構成例を示す図である
。図１に示したように、本開示の実施形態に係る情報処理システムは、情報処理装置１０
を備える。情報処理装置１０は、ユーザ２０によって利用される。
【００２１】
　なお、本実施形態においては、情報処理装置１０がユーザ２０の頭部に装着されるＨＭ
Ｄ（Ｈｅａｄ　Ｍｏｕｎｔｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ）である場合を主に説明する。情報処理
装置１０がＨＭＤである場合には、画角に制約があっても視野を容易に移動させることが
可能である。特に、本実施形態においては、情報処理装置１０がシースルー型のＨＭＤで
ある場合を主に説明する。しかし、情報処理装置１０はＨＭＤに限定されない。例えば、
情報処理装置１０は、スマートフォンであってもよいし、携帯電話であってもよいし、タ
ブレット端末であってもよいし、カメラであってもよいし、ＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃ
ｏｍｐｕｔｅｒ）であってもよいし、他の機器であってもよい。
【００２２】
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　ユーザ２０は、実空間を視認可能である。図１に示した例では、情報処理装置１０が視
野５０－１を形成し、ユーザ２０は、視野５０－１を通して実空間を視認可能である。実
空間には、どのようなオブジェクトが存在していてもよい。図１に示した例では、上記の
エージェントとは異なるオブジェクトの例として、実オブジェクト３１－１（飲食店）が
実空間に存在している。しかし、実オブジェクト３１－１（飲食店）はオブジェクトの一
例に過ぎない。したがって、実オブジェクト３１－１（飲食店）の代わりに他のオブジェ
クトが実空間に存在してもよい。
【００２３】
　以上、本開示の実施形態に係る情報処理システムの構成例について説明した。
【００２４】
　［１．２．情報処理装置の機能構成例］
　続いて、情報処理装置１０の機能構成例について説明する。図２は、情報処理装置１０
の機能構成例を示す図である。図２に示したように、情報処理装置１０は、センサ部１１
０、制御部１２０、記憶部１３０、通信部１４０および表示部１５０を有している。また
、情報処理装置１０は、通信ネットワークを介してサーバ装置（不図示）と接続されてい
てもよい。通信ネットワークは、例えば、インターネットを含む。
【００２５】
　センサ部１１０は、センサを含んで構成され、センサによってユーザの行動情報を検出
する。ユーザの行動情報には、ユーザの行動履歴（例えば、歩行中、電車乗車中など）、
ユーザの行動履歴から推定される行動傾向、ユーザの動き、ユーザが存在する時刻（例え
ば、現在時刻）、ユーザの位置（例えば、ユーザの現在位置）、ユーザの視線、ユーザの
生体情報、ユーザの音声などが含まれてよい。例えば、センサ部１１０が加速度センサお
よびジャイロセンサの少なくともいずれか一方を含んで構成されている場合、加速度セン
サおよびジャイロセンサの少なくともいずれか一方に基づいて、ユーザの行動履歴および
ユーザの動きが検出されてよい。
【００２６】
　また、センサ部１１０が時計を含んで構成されている場合、時計によってユーザが存在
する時刻（例えば、現在時刻）が検出されてよい。センサ部１１０が位置センサ（例えば
、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）センサなど）を含ん
で構成されている場合、位置センサによってユーザの位置（例えば、ユーザの現在位置）
が検出されてよい。
【００２７】
　また、センサ部１１０がイメージセンサを含んで構成されている場合、イメージセンサ
によって撮像された画像に基づいて、ユーザの視線が検出されてよい。ここでは、イメー
ジセンサによって撮像された画像から瞳孔の中心位置およびプルキニエ像の位置関係が検
出され、当該位置関係に基づいて視線が検出される場合を主に想定する。しかし、ユーザ
の視線はどのようにして検出されてもよい。例えば、ユーザの頭部の姿勢がユーザの視線
として検出されてもよい。
【００２８】
　また、センサ部１１０が生体センサを含んで構成されている場合、生体センサによって
生体情報が検出されてよい。例えば、生体センサが脳波センサを含んで構成される場合、
生体情報は、脳波センサによって検出された脳波を含んでもよい。例えば、センサ部１１
０がマイクロフォンを含んで構成されている場合、マイクロフォンによってユーザの音声
が検出されてよい。
【００２９】
　また、センサ部１１０は、ユーザの頭部（センサ部１１０）の位置および姿勢を検出す
る機能を有する。例えば、センサ部１１０は、位置センサ（例えば、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａ
ｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）センサなど）を含んで構成され、ユーザの
位置（例えば、ユーザの現在位置）と同様に、位置センサによってユーザの頭部の位置を
検出してよい。
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【００３０】
　また、センサ部１１０は、地磁気センサを含んで構成され、地磁気センサによってユー
ザの頭部の姿勢を検出してよい。さらに、センサ部１１０は、地磁気センサに加えて、ま
たは、地磁気センサの代わりに、加速度センサおよびジャイロセンサの少なくともいずれ
か一方に基づいて、より高精度にユーザの頭部の姿勢を検出してもよい。あるいは、情報
処理装置１０の外部にカメラが設置されている場合には、当該カメラによって撮像された
画像から認識される顔または身体の向きがユーザの頭部の姿勢として検出されてもよい。
【００３１】
　通信部１４０は、通信回路を含んで構成され、通信ネットワークに接続されたサーバ装
置（不図示）からのデータの取得および当該サーバ装置（不図示）へのデータの提供を、
通信ネットワークを介して行う機能を有する。例えば、通信部１４０は、通信インターフ
ェースにより構成される。なお、通信ネットワークに接続されるサーバ装置（不図示）は
、１つであってもよいし、複数であってもよい。
【００３２】
　記憶部１３０は、メモリを含んで構成され、制御部１２０によって実行されるプログラ
ムを記憶したり、プログラムの実行に必要なデータを記憶したりする記録媒体である。ま
た、記憶部１３０は、制御部１２０による演算のためにデータを一時的に記憶する。記憶
部１３０は、磁気記憶部デバイス、半導体記憶デバイス、光記憶デバイス、または、光磁
気記憶デバイスなどにより構成される。
【００３３】
　表示部１５０は、各種の画面を表示する機能を有する。表示部１５０の種類は限定され
ない。例えば、表示部１５０は、ユーザに視認可能な表示を行うことが可能なディスプレ
イであればよく、液晶ディスプレイであってもよいし、有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕ
ｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）ディスプレイであってもよい。
【００３４】
　制御部１２０は、情報処理装置１０の各部の制御を実行する。制御部１２０は、例えば
、１または複数のＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ；中央演算
処理装置）などで構成されていてよい。制御部１２０がＣＰＵなどといった処理装置によ
って構成される場合、かかる処理装置は、電子回路によって構成されてよい。制御部１２
０は、かかる処理装置によってプログラムが実行されることによって実現され得る。
【００３５】
　図３は、制御部１２０の詳細構成例を示す図である。図３に示したように、制御部１２
０は、コンテキスト取得部１２１、提案情報取得部１２２、環境情報取得部１２３、属性
情報取得部１２４および表示制御部１２９を備える。これらの各機能ブロックについての
詳細は、後に説明する。
【００３６】
　以上、本実施形態に係る情報処理装置１０の機能構成例について説明した。
【００３７】
　［１．３．情報処理システムの機能詳細］
　続いて、本実施形態に係る情報処理システムの機能詳細について説明する。
【００３８】
　　（１．３．１．エージェント制御に利用される情報）
　図４～図８を参照しながら、エージェント制御に利用される各種情報の例について説明
する。図４～図８を参照すると、エージェント制御に利用される各種情報の例として、提
案定義情報１３１、エージェント定義情報１３２、思考を伴う行動に対応するエージェン
トモデル情報１３３、知覚行動に対応するエージェントモデル情報１３４、マップ情報１
３５が示されている。エージェント制御に利用される各種情報は、記憶部１３０によって
記憶されており、記憶部１３０から適宜に取得されて利用され得る。
【００３９】
　図４は、提案定義情報１３１の構成例を示す図である。図４に示されるように、提案定
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義情報１３１は、コンテキストと提案情報とが関連付けられて構成されている。例えば、
コンテキストには、上記した行動情報（例えば、ユーザの行動履歴（現在の行動も含み得
る）、ユーザの行動傾向、ユーザの動き、ユーザが存在する時刻（例えば、現在時刻）、
ユーザの位置（例えば、ユーザの現在位置）、ユーザの視線、ユーザの生体情報、ユーザ
の音声など）の他、ユーザの予定情報（例えば、ユーザが何時から何時まで何をする予定
であるのかを示す情報など）、ユーザのプロファイル（例えば、ユーザの性別、年齢、趣
味など）が含まれてもよい。
【００４０】
　図５は、エージェント定義情報１３２の構成例を示す図である。図５に示されるように
、エージェント定義情報１３２は、提案情報とエージェントの行動と行動種別と知覚種別
とが関連付けられて構成されている。エージェントの行動は、エージェントに行わせる行
動を示す。また、行動種別は、エージェントに行わせる行動の種別を示す。図５に示され
るように、行動種別には、「思考」を伴う行動と「知覚」する行動（以下、単に「知覚行
動」とも言う）とが存在し得る。
【００４１】
　図６は、思考を伴う行動に対応するエージェントモデル情報１３３の例を示す図である
。図６に示されるように、思考を伴う行動に対応するエージェントモデル情報１３３は、
ユーザ属性情報とエージェントモデルとが関連付けられて構成されている。図６に示され
た例では、ユーザ属性情報「イベント参加者」に対して、「イベント参加者の服装をした
人型エージェント」が関連付けられている。しかし、ユーザの属性情報はイベント参加者
に限定されない。例えば、ユーザの属性情報は、ユーザの性別情報を含んでもよいし、ユ
ーザの年齢情報を含んでもよい。
【００４２】
　図７は、知覚行動に対応するエージェントモデル情報１３４の構成例を示す図である。
図７に示されるように、知覚行動に対応するエージェントモデル情報１３４は、知覚種別
とエージェントモデルとが関連付けられて構成されている。知覚種別は、知覚行動の種別
を示す。図７には、知覚種別の例として、「嗅覚」が示されているが、知覚種別は「嗅覚
」に限定されない。例えば、知覚種別は、視覚を含んでもよいし、聴覚を含んでもよいし
、触覚を含んでもよいし、味覚を含んでもよい。エージェントモデルも「犬型エージェン
ト」に限定されない。
【００４３】
　図８は、マップ情報１３５の構成例を示す図である。図８に示されるように、マップ情
報１３５は、センサデータと実オブジェクトの情報とが関連付けられて構成されている。
センサデータの例としては、ユーザの位置情報（例えば、緯度経度など）が挙げられる。
また、実オブジェクトの情報としては、実オブジェクトの種類に関する情報が挙げられる
。ここで、実オブジェクトの種類は限定されない。例えば、実オブジェクトの種類は、店
舗の種類（例えば、コンビニエンスストア、喫茶店、飲食店など）であってもよいし、施
設の種類（例えば、駅など）などであってもよい。
【００４４】
　以上、エージェント制御に利用される各種情報の例について説明した。
【００４５】
　　（１．３．２．エージェントの制御）
　続いて、エージェントの制御例について説明する。ここで、情報処理装置１０において
、コンテキスト取得部１２１は、ユーザのコンテキストを取得する。コンテキスト取得部
１２１は、コンテキストの例としての行動情報を取得する行動情報取得部としても機能し
得る。提案情報取得部１２２は、コンテキスト取得部１２１によって取得されたコンテキ
ストに基づいて、コンテキストを取得した時点におけるユーザの周辺環境に関連するユー
ザへの提案情報を取得する。表示制御部１２９は、提案情報に基づいて、ユーザの視野内
に提案情報に応じた行動を行うエージェントを表示するよう表示部１５０（表示装置）を
制御する。
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【００４６】
　かかる構成によれば、提案情報がテキストデータとしてユーザに提供される場合と比較
して、提案情報がオブジェクトを介して間接的にユーザに提供されるため、ユーザに与え
る不快感を低減させつつユーザに提案を行うことができる。さらに、かかる構成によれば
、ユーザによる明示的な入力がなされなくても、自動的に取得されたコンテキストに基づ
いて提案情報が取得されるため、ユーザの入力に掛かる負担が軽減される。
【００４７】
　以下では、図９～図１５を参照しながら（適宜に図１～図８も参照しながら）、エージ
ェントの制御例について説明する。具体的には、最初に、図９～図１１を参照しながら（
適宜に図１～図８も参照しながら）、エージェントに思考を伴う行動を行わせる例を説明
する。続いて、図１２～図１５を参照しながら（適宜に図１～図８も参照しながら）、エ
ージェントに知覚行動を行わせる例を説明する。
【００４８】
　図９は、エージェントに思考を伴う行動を行わせる第１の例について説明するための図
である。図９を参照すると、ユーザ２０の視野５０－２が示されている。実空間には実オ
ブジェクト３１－１（飲食店）が存在しており、視野５０－２には実オブジェクト３１－
１（飲食店）が存在している。また、マップ情報１３５（図８）として、実オブジェクト
の種類（飲食店）とその実オブジェクトの位置情報とが関連付けられてなる情報が登録さ
れている場合を想定する。
【００４９】
　また、提案定義情報１３１（図４）として、コンテキスト「ユーザの現在位置が飲食店
の位置から所定の距離以内であり、かつ、現在時刻がお昼の時間帯（１１時～１３時）に
属する」と、提案情報「飲食店で食事をする」とが関連付けられてなる情報が登録されて
いる場合を想定する。また、エージェント定義情報１３２（図５）として、提案情報「飲
食店で食事をする」とエージェントの行動「飲食店に向かう」と行動種別「思考を伴う行
動」が関連付けられてなる情報が登録されている場合を想定する。
【００５０】
　このとき、環境情報取得部１２３は、環境情報を取得する。より具体的に、環境情報取
得部１２３は、センサ部１１０によってユーザの位置および姿勢が検出された場合、ユー
ザの位置および姿勢とマップ情報１３５（図８）とに基づいて、ユーザと実オブジェクト
３１－１（飲食店）との相対的な位置関係（例えば、ユーザの視野における実オブジェク
ト３１－１（飲食店）の位置）を環境情報として取得する。
【００５１】
　ユーザと実オブジェクト３１－１（飲食店）との相対的な位置関係は、どのようにして
取得されてもよい。例えば、ユーザと実オブジェクト３１－１（飲食店）との相対的な位
置関係は、ユーザの視野の撮像画像から直接認識されてもよい。さらに、環境情報は、ユ
ーザと実オブジェクト３１－１（飲食店）との相対的な位置関係に限定されない。例えば
、環境情報は、マイクロフォンによって検出されるユーザの周囲の環境音であってもよい
し、照度センサによって検出される照度であってもよい。
【００５２】
　コンテキスト取得部１２１は、環境情報に基づいて、ユーザの位置（現在位置）が飲食
店の位置から所定の距離以内であることを取得する。さらに、コンテキスト取得部１２１
は、現在時刻に基づいて、現在時刻がお昼の時間帯（１１時～１３時）に属することを取
得する。提案情報取得部１２２は、ユーザの周辺環境に関連するユーザへの提案情報を取
得する。より具体的には、提案情報取得部１２２は、提案定義情報１３１（図４）に基づ
いて、コンテキスト「ユーザの位置（現在位置）が飲食店の位置から所定の距離以内であ
り、かつ、現在時刻がお昼の時間帯（１１時～１３時）に属する」に対応する提案情報「
飲食店で食事をする」を取得する。
【００５３】
　さらに、表示制御部１２９は、エージェント定義情報１３２（図５）に基づいて、提案
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情報「飲食店で食事をする」に対応するエージェントの行動「飲食店に向かう」および行
動種別「思考を伴う行動」を取得する。表示制御部１２９は、提案情報取得部１２２によ
って取得されたエージェントの行動「飲食店に向かう」を行うエージェント（エージェン
ト３２－１およびエージェント３２－２）を視野５０－２内に表示するよう表示部１５０
を制御する。なお、視野５０－２内に表示されるエージェントの数は２つに限定されず、
１つであってもよいし、３つ以上であってもよい。
【００５４】
　より具体的に、属性情報取得部１２４は、提案情報取得部１２２によって行動種別「思
考を伴う行動」が取得された場合、ユーザ属性情報を取得する。表示制御部１２９は、属
性情報取得部１２４によって取得されたユーザ属性情報に対応するエージェントを取得す
る。そして、表示制御部１２９は、取得したエージェントを表示するよう表示部１５０を
制御する。
【００５５】
　例えば、ユーザ属性情報は、提案の根拠となるコンテキストであってよい。例えば、イ
ベント参加の予定があるというコンテキストに基づいて提案情報が取得された場合、属性
情報「イベント参加者」がよく有している外観（例えば、服装、持ち物など）のエージェ
ントが表示されてもよい。これによって、エージェントの外観を見るだけで、イベント参
加者への提案がなされていることが容易に把握され得る。属性情報「イベント参加者」は
、性別または年齢などに置き換えられてもよい。また、行動履歴に基づいて提案情報が取
得された場合には、ユーザの行動に際してユーザに同行したエージェントが表示されても
よい。
【００５６】
　ここでは、属性情報取得部１２４が、ユーザ属性情報「イベント参加者」を取得し、表
示制御部１２９が、思考を伴う行動に対応するエージェントモデル情報１３３に基づいて
、ユーザ属性情報「イベント参加者」に対応するエージェントモデル「イベント参加者の
服装のモデル」を取得する場合を想定する。このとき、表示制御部１２９は、エージェン
トの行動「飲食店に向かう」を行うエージェントモデル「イベント参加者の服装のモデル
」（エージェント３２－１およびエージェント３２－２）を視野５０－２内に表示するよ
う表示部１５０を制御する。
【００５７】
　図９を参照すると、イベント参加者の服装のエージェント３２－１およびエージェント
３２－２が、視野５０－２内において実オブジェクト３１－１（飲食店）に向かっている
様子が表示されている。また、図９を参照すると、表示制御部１２９によって、提案情報
「飲食店で食事をする」に関連するコメント４１－１がエージェント３２－２に関連付け
られて表示されている。しかし、コメント４１－１は、どのようにして出力されてもよく
、音声として出力されてもよい。
【００５８】
　なお、ここでは、ユーザ属性情報がイベント参加者を含む例を想定した。しかし、ユー
ザ属性情報はイベント参加者を含む例に限定されない。例えば、ユーザ属性情報は、ユー
ザの服装を含んでもよいし、ユーザの性別情報を含んでもよい。かかる場合には、表示制
御部１２９は、属性情報取得部１２４によって取得されたユーザ属性情報に対応するエー
ジェント（例えば、ユーザ属性情報と実質的に同一の属性情報に対応するエージェント）
を取得する。そして、表示制御部１２９は、取得したエージェントを表示するよう表示部
１５０を制御する。これによって、自分と似た人の行動には従いやすいというユーザの心
理的な特性を利用して、より効果的にユーザへの提案を行うことが可能となる。
【００５９】
　例えば、属性情報取得部１２４は、ユーザ属性情報「ユーザの服装」を取得し、表示制
御部１２９は、ユーザ属性情報「ユーザの服装」に対応するエージェントモデル「ユーザ
の服装と実質的に同一の服装のモデル」を表示するよう表示部１５０を制御すればよい。
あるいは、属性情報取得部１２４は、ユーザ属性情報「ユーザの性別情報」を取得し、表



(12) JP 2021-182172 A 2021.11.25

10

20

30

40

50

示制御部１２９は、ユーザ属性情報「ユーザの性別情報」に対応するエージェントモデル
「ユーザの性別と同じ性別のモデル」を表示するよう表示部１５０を制御すればよい。
【００６０】
　ユーザ属性情報はどのようにして取得されてもよい。例えば、センサ部１１０による撮
像画像から認識された服装がユーザ属性情報として取得されてもよい。あるいは、現在時
刻から所定の時間以内に登録されている予定情報に対応する服装がユーザ属性情報として
取得されてもよい。例えば、今日の予定情報としてイベント参加の予定情報が登録されて
いる場合、そのイベントへの参加時によく着用する服装がユーザ属性情報として取得され
てもよい。また、あらかじめ登録されたプロファイルからユーザの性別情報または年齢情
報がユーザ属性情報として取得されてもよい。
【００６１】
　図１０は、エージェントに思考を伴う行動を行わせる第２の例について説明するための
図である。図１０を参照すると、ユーザ２０の視野５０－３が示されている。実空間には
実オブジェクト３１－２（コンビニエンスストア）が存在しており、視野５０－３には実
オブジェクト３１－２（コンビニエンスストア）が存在している。また、マップ情報１３
５（図８）として、実オブジェクトの種類（コンビニエンスストア）とその実オブジェク
トの位置情報とが関連付けられてなる情報が登録されている場合を想定する。
【００６２】
　また、提案定義情報１３１として、コンテキスト「ユーザの現在位置がコンビニエンス
ストアの位置から所定の距離以内であり、かつ、今日の天気予報は雨が降る予報である」
と、提案情報「雨具を購入する」とが関連付けられてなる情報が登録されている場合を想
定する。また、エージェント定義情報１３２として、提案情報「雨具を購入する」とエー
ジェントの行動「コンビニエンスストアの前に存在する」と行動種別「思考を伴う行動」
とが関連付けられてなる情報が登録されている場合を想定する。
【００６３】
　その他、提案定義情報１３１として、コンテキスト「ユーザの現在位置がコンビニエン
スストアの位置から所定の距離以内であり、かつ、今日の予定情報としてイベント参加の
予定情報が登録されている」と、提案情報「ペンライトの電池を購入する」とが関連付け
られてなる情報が登録されている場合を想定する。また、エージェント定義情報１３２と
して、提案情報「ペンライトの電池を購入する」とエージェントの行動「コンビニエンス
ストアの前に存在する」と行動種別「思考を伴う行動」とが関連付けられてなる情報が登
録されている場合を想定する。
【００６４】
　上記と同様にして、環境情報取得部１２３は、環境情報を取得する。より具体的に、環
境情報取得部１２３は、ユーザと実オブジェクト３１－２（コンビニエンスストア）との
相対的な位置関係（例えば、ユーザの視野における実オブジェクト３１－２（コンビニエ
ンスストア）の位置）を環境情報として取得する。
【００６５】
　コンテキスト取得部１２１は、環境情報に基づいて、ユーザの位置（現在位置）が実オ
ブジェクト３１－２（コンビニエンスストア）の位置から所定の距離以内であることを取
得する。さらに、コンテキスト取得部１２１は、（例えば、所定のＷｅｂページから取得
される）天気予報に基づいて、今日の天気予報は雨が降る予報であることを取得する。提
案情報取得部１２２は、ユーザの周辺環境に関連するユーザへの提案情報を取得する。こ
こでは、ユーザの周辺環境は、ユーザの周辺の気象を含む。より具体的には、提案情報取
得部１２２は、提案定義情報１３１に基づいて、コンテキスト「ユーザの位置（現在位置
）がコンビニエンスストアの位置から所定の距離以内であり、かつ、今日の天気予報は雨
が降る予報である」に対応する提案情報「雨具を購入する」を取得する。
【００６６】
　さらに、表示制御部１２９は、エージェント定義情報１３２に基づいて、提案情報「雨
具を購入する」に対応するエージェントの行動「コンビニエンスストアの前に存在する」
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および行動種別「思考を伴う行動」を取得する。表示制御部１２９は、気象に関連する行
動を行うエージェントを表示するよう表示部１５０を制御する。気象に関連する行動は、
雨具の購入に関連する行動（例えば、コンビニエンスストアの前に存在する行動）を含ん
でよい。
【００６７】
　より具体的に、表示制御部１２９は、提案情報取得部１２２によって取得されたエージ
ェントの行動「コンビニエンスストアの前に存在する」を行うエージェント（エージェン
ト３２－３、エージェント３２－４およびエージェント３２－６）を視野５０－３内に表
示するよう表示部１５０を制御する。なお、雨具の購入に関連する行動は、コンビニエン
スストアの前に存在する行動の代わりに、コンビニエンスストアに入っていく行動であっ
てもよいし、コンビニエンスストアから出てくる行動であってもよい。さらに、コンビニ
エンスストアは、雨具を販売する店舗の一例に過ぎないため、コンビニエンスストアは雨
具を販売する他の店舗に置き換えられてもよい。
【００６８】
　さらに、コンテキスト取得部１２１は、記憶部１３０から、今日の予定情報としてイベ
ント参加の予定情報が登録されていることを取得する。提案情報取得部１２２は、ユーザ
の周辺環境に関連するユーザへの提案情報を取得する。より具体的には、提案情報取得部
１２２は、提案定義情報１３１に基づいて、コンテキスト「ユーザの現在位置がコンビニ
エンスストアの位置から所定の距離以内であり、かつ、今日の予定情報としてイベント参
加の予定情報が登録されている」に対応する提案情報「ペンライトの電池を購入する」を
取得する。
【００６９】
　さらに、表示制御部１２９は、エージェント定義情報１３２に基づいて、提案情報「ペ
ンライトの電池を購入する」に対応するエージェントの行動「コンビニエンスストアの前
に存在する」および行動種別「思考を伴う行動」を取得する。表示制御部１２９は、周辺
環境に関連する購買行動を行うエージェントを表示するよう表示部１５０を制御する。よ
り具体的に、表示制御部１２９は、購買行動を行うことが可能な店舗前にエージェントを
配置するよう表示部１５０を制御する。
【００７０】
　さらに具体的に、表示制御部１２９は、提案情報取得部１２２によって取得されたエー
ジェントの行動「コンビニエンスストアの前に存在する」を行うエージェント（エージェ
ント３２－５）を視野５０－３内に表示するよう表示部１５０を制御する。なお、購買行
動は、コンビニエンスストアの前に存在する行動の代わりに、コンビニエンスストアに入
っていく行動であってもよいし、コンビニエンスストアから出てくる行動であってもよい
。さらに、コンビニエンスストアは、購買行動を行うことが可能な店舗の一例に過ぎない
ため、コンビニエンスストアは購買行動を行うことが可能な他の店舗に置き換えられても
よい。
【００７１】
　図１０を参照すると、表示制御部１２９によって、提案情報「雨具を購入する」に関連
するコメント４１－２がエージェント３２－３に関連付けられて表示され、提案情報「雨
具を購入する」に関連するコメント４１－３がエージェント３２－４に関連付けられて表
示され、提案情報「雨具を購入する」に関連するコメント４１－５がエージェント３２－
６に関連付けられて表示されている。また、提案情報「ペンライトの電池を購入する」に
関連するコメント４１－４がエージェント３２－５に関連付けられて表示されている。し
かし、コメント４１－２～４１－５は、どのようにして出力されてもよく、音声として出
力されてもよい。
【００７２】
　例えば、これらのコメントが音声として出力される場合、エージェントに対応するエリ
アにユーザ２０の視線が向いたことが検出された場合に、そのエージェントに対応するコ
メントが出力されてもよい。あるいは、複数の音声が同時に出力されている状態であって
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も、人は自分の興味がある音声を自然に聞き取ることができるという現象（いわゆる「カ
クテルパーティ効果」）を利用して、すべてのコメントが同時に音声として出力されても
よい。
【００７３】
　図１１は、エージェントに思考を伴う行動を行わせる第３の例について説明するための
図である。図１１を参照すると、ユーザ２０の視野５０－４が示されている。提案定義情
報１３１として、コンテキスト「疲労状態」と、提案情報「回復」とが関連付けられてな
る情報が登録されている場合を想定する。また、エージェント定義情報１３２として、提
案情報「回復」とエージェントの行動「回復行動」と行動種別「思考を伴う行動」とが関
連付けられてなる情報が登録されている場合を想定する。
【００７４】
　コンテキスト取得部１２１は、ユーザの行動情報の例として、ユーザ２０の疲労状態を
示す状態情報を取得する。ここでは、疲労状態として、ユーザ２０の歩行距離が所定の距
離以上である場合を想定する。歩行距離は、加速度センサによって検出された加速度およ
びジャイロセンサによって検出された角速度に基づいて測定され得る。しかし、疲労状態
は、かかる例に限定されない。
【００７５】
　提案情報取得部１２２は、コンテキスト「疲労状態」に対応する提案情報「回復」を取
得する。さらに、表示制御部１２９は、エージェント定義情報１３２に基づいて、提案情
報「回復」に対応するエージェントの行動「回復行動」および行動種別「思考を伴う行動
」を取得する。表示制御部１２９は、ユーザの疲労状態に応じた回復行動を行うエージェ
ントを表示するよう表示部１５０を制御する。
【００７６】
　より具体的に、表示制御部１２９は、提案情報取得部１２２によって取得されたエージ
ェントの行動「回復行動」を行うエージェント（エージェント３２－７）を視野５０－４
内に表示するよう表示部１５０を制御する。なお、提案情報「回復」は、休憩および水分
補給のうち少なくとも１つを含んでよく、エージェントの行動「回復行動」は、休憩に関
連する行動および水分補給に関連する行動のうち少なくとも１つを含んでよい。
【００７７】
　図１１を参照すると、回復行動の例として、疲労が蓄積した表情をするエージェント３
２－７が表示されている。しかし、回復行動は、かかる例に限定されない。例えば、回復
行動は、休憩を行う行動であってもよいし、水分補給を行う行動であってもよいし、飲み
物を買う行動であってもよい。また、図１１を参照すると、表示制御部１２９によって、
提案情報「回復」に関連するコメント４１－６がエージェント３２－７に関連付けられて
表示されている。しかし、コメント４１－６は、どのようにして出力されてもよく、音声
として出力されてもよい。
【００７８】
　図１２は、エージェントに知覚行動を行わせる第１の例について説明するための図であ
る。図１２を参照すると、ユーザ２０の視野５０－５が示されている。実空間には実オブ
ジェクト３１－３（喫茶店）が存在しており、視野５０－５には実オブジェクト３１－３
（喫茶店）が存在している。また、マップ情報１３５（図８）として、実オブジェクトの
種類（喫茶店）とその実オブジェクトの位置情報とが関連付けられてなる情報が登録され
ている場合を想定する。
【００７９】
　また、提案定義情報１３１（図４）として、コンテキスト「ユーザの現在位置が喫茶店
の位置から所定の距離以内であり、かつ、喫茶店によく行く行動傾向がある」と、提案情
報「喫茶店の前で匂いを嗅ぐ」とが関連付けられてなる情報が登録されている場合を想定
する。また、エージェント定義情報１３２（図５）として、提案情報「喫茶店の前で匂い
を嗅ぐ」とエージェントの行動「匂い粒子に鼻を向ける」と行動種別「知覚行動」と知覚
種別「嗅覚」とが関連付けられてなる情報が登録されている場合を想定する。
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【００８０】
　上記と同様にして、環境情報取得部１２３は、環境情報を取得する。より具体的に、環
境情報取得部１２３は、ユーザと実オブジェクト３１－３（喫茶店）との相対的な位置関
係（例えば、ユーザの視野における実オブジェクト３１－３（喫茶店）の位置）を環境情
報として取得する。
【００８１】
　コンテキスト取得部１２１は、環境情報に基づいて、ユーザの位置（現在位置）が喫茶
店の位置から所定の距離以内であることを取得する。さらに、コンテキスト取得部１２１
は、喫茶店によく行く行動傾向があることを取得する。提案情報取得部１２２は、ユーザ
の周辺環境に関連するユーザへの提案情報を取得する。より具体的には、提案情報取得部
１２２は、提案定義情報１３１（図４）に基づいて、コンテキスト「ユーザの位置（現在
位置）が喫茶店の位置から所定の距離以内であり、かつ、喫茶店によく行く行動傾向があ
ること」に対応する提案情報「喫茶店の前で匂いを嗅ぐ」を取得する。
【００８２】
　さらに、表示制御部１２９は、エージェント定義情報１３２（図５）に基づいて、提案
情報「喫茶店の前で匂いを嗅ぐ」に対応するエージェントの行動「匂い粒子に鼻を向ける
」、行動種別「知覚行動」および知覚種別「嗅覚」を取得する。表示制御部１２９は、提
案情報取得部１２２によって行動種別「知覚行動」が取得された場合、視覚、味覚、嗅覚
、聴覚および触覚のうち少なくとも１つに関連する周辺環境に対する知覚行動を行うエー
ジェントを表示するよう表示部１５０を制御する。特に、表示制御部１２９は、提案情報
取得部１２２によって行動種別「知覚行動」および知覚種別「嗅覚」が取得された場合、
匂い粒子に鼻を向けるよう（周辺環境に含まれる匂い粒子に向かってエージェントの鼻方
向を変更するよう）表示部１５０を制御する。
【００８３】
　より具体的に、表示制御部１２９は、知覚行動に対応するエージェントモデル情報１３
４に基づいて、知覚種別「嗅覚」に対応するエージェントモデル「犬型エージェント」を
取得する。そして、表示制御部１２９は、エージェントの行動「匂い粒子に鼻を向ける」
を行うエージェントモデル「犬型エージェント」（エージェント３２－８）を視野５０－
５内に表示するよう表示部１５０を制御する。
【００８４】
　知覚種別「嗅覚」に対応するエージェントモデル「犬型エージェント」が表示されるこ
とによって、知覚種別「嗅覚」がユーザに把握されやすくなる。あるいは、エージェント
モデル「犬型エージェント」の代わりにエージェントモデル「人型エージェント」が表示
されてもよいが、知覚種別「嗅覚」に対応する感覚器官「鼻」が強調されるようなエフェ
クトが人型エージェントに施されるとよい。また、エージェントモデルの鼻が匂い粒子に
向けられることによって、どの方向に向かって匂いを嗅げばよいかがユーザに把握されや
すくなる。匂い粒子が存在する方向は、実オブジェクト３１－３（喫茶店）の位置に向か
う方向であってよい。
【００８５】
　図１３は、エージェントに知覚行動を行わせる第２の例について説明するための図であ
る。図１３を参照すると、ユーザ２０の視野５０－６が示されている。実空間には実オブ
ジェクト３１－４が存在しており、視野５０－６にはユーザ２０との通信相手を撮像して
得られた仮想オブジェクト３３－１が存在している。なお、図１３に示されるように、実
オブジェクト３１－４は移動物体（例えば、人、自転車、自動車など）であることが主に
想定されるが、実オブジェクト３１－４の種類は限定されない。また、仮想オブジェクト
３３－１は、通信相手を撮像して得られた仮想オブジェクトに限定されない。
【００８６】
　また、提案定義情報１３１として、コンテキスト「ユーザに向かって実オブジェクトが
近づいている、かつ、表示部が仮想オブジェクト表示中である」と、提案情報「実オブジ
ェクトに視線を向ける」とが関連付けられてなる情報が登録されている場合を想定する。
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また、エージェント定義情報１３２として、提案情報「実オブジェクトに視線を向ける」
とエージェントの行動「実オブジェクトの方向に視線方向を変更する」と行動種別「知覚
行動」と知覚種別「視覚」とが関連付けられてなる情報が登録されている場合を想定する
。
【００８７】
　このとき、環境情報取得部１２３は、環境情報を取得する。より具体的に、環境情報取
得部１２３は、センサ部１１０に含まれるイメージセンサによって撮像された画像に基づ
いて、実オブジェクト３１－４の位置（情報処理装置１０と実オブジェクト３１－４との
相対的な位置関係）を取得する。また、環境情報取得部１２３は、実オブジェクト３１－
４の位置の変化（例えば、ユーザに向かって実オブジェクト３１－４が近づいているか否
か）を環境情報として取得する。
【００８８】
　コンテキスト取得部１２１は、環境情報に基づいて、ユーザに向かって実オブジェクト
３１－４が近づいていることを取得する。さらに、コンテキスト取得部１２１は、表示部
１５０が仮想オブジェクト３３－１を表示中であることを取得する。提案情報取得部１２
２は、ユーザの周辺環境に関連するユーザへの提案情報を取得する。より具体的には、提
案情報取得部１２２は、提案定義情報１３１に基づいて、コンテキスト「ユーザに向かっ
て実オブジェクトが近づいている、かつ、表示部が仮想オブジェクト表示中である」に対
応する提案情報「実オブジェクトに視線を向ける」を取得する。
【００８９】
　さらに、表示制御部１２９は、エージェント定義情報１３２に基づいて、提案情報「実
オブジェクトに視線を向ける」に対応するエージェントの行動「実オブジェクトの方向に
視線方向を変更する」、行動種別「知覚行動」および知覚種別「視覚」を取得する。表示
制御部１２９は、提案情報取得部１２２によって行動種別「知覚行動」および知覚種別「
視覚」が取得された場合、実オブジェクトの方向に視線方向を変更するよう（周辺環境に
含まれる実オブジェクトの方向を向くようにエージェントの視線方向を変更するよう）表
示部１５０を制御する。
【００９０】
　より具体的に、表示制御部１２９は、知覚行動に対応するエージェントモデル情報１３
４に基づいて、知覚種別「視覚」に対応するエージェントモデル「人型エージェント」を
取得する。そして、表示制御部１２９は、エージェントの行動「実オブジェクト（実オブ
ジェクト３１－４）に視線を向ける」を行うエージェントモデル「人型エージェント」（
エージェント３２－９）を視野５０－６内に表示するよう表示部１５０を制御する。
【００９１】
　人の視線が向いている方向は、他の動物の視線が向いている方向よりも把握しやすいた
め、知覚種別「視覚」に対応するエージェントモデルとして「人型エージェント」が表示
されることによって、ユーザはエージェントの視線変更に気づきやすくなる。また、エー
ジェントモデルの視線が実オブジェクトに向けられることによって、どの方向に視線を向
ければよいかがユーザに把握されやすくなる。
【００９２】
　図１４は、エージェントに知覚行動を行わせる第３の例について説明するための図であ
る。図１４を参照すると、ユーザ２０の視野５０－７が示されている。実空間には実オブ
ジェクト３１－５（景勝地）が存在しており、視野５０－５には実オブジェクト３１－５
（景勝地）が存在している。また、マップ情報１３５（図８）として、実オブジェクトの
種類（景勝地）とその実オブジェクトの位置情報とが関連付けられてなる情報が登録され
ている場合を想定する。
【００９３】
　また、提案定義情報１３１として、コンテキスト「ユーザの現在位置が景勝地の位置か
ら所定の距離以内である」と、提案情報「耳を澄ます」とが関連付けられてなる情報が登
録されている場合を想定する。また、エージェント定義情報１３２として、提案情報「耳
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を澄ます」とエージェントの行動「音に向かって耳を傾ける」と行動種別「知覚行動」と
知覚種別「聴覚」とが関連付けられてなる情報が登録されている場合を想定する。
【００９４】
　上記と同様にして、環境情報取得部１２３は、環境情報を取得する。より具体的に、環
境情報取得部１２３は、ユーザと実オブジェクト３１－３（景勝地）との相対的な位置関
係（例えば、ユーザの視野における実オブジェクト３１－３（景勝地）の位置）を環境情
報として取得する。
【００９５】
　コンテキスト取得部１２１は、環境情報に基づいて、ユーザの位置（現在位置）が景勝
地の位置から所定の距離以内であることを取得する。提案情報取得部１２２は、ユーザの
周辺環境に関連するユーザへの提案情報を取得する。より具体的には、提案情報取得部１
２２は、提案定義情報１３１に基づいて、コンテキスト「ユーザの位置（現在位置）が景
勝地の位置から所定の距離以内である」に対応する提案情報「耳を澄ます」を取得する。
【００９６】
　さらに、表示制御部１２９は、エージェント定義情報１３２（図５）に基づいて、提案
情報「耳を澄ます」に対応するエージェントの行動「音に向かって耳を傾ける」、行動種
別「知覚行動」および知覚種別「聴覚」を取得する。表示制御部１２９は、提案情報取得
部１２２によって行動種別「知覚行動」および知覚種別「聴覚」が取得された場合、音に
向かって耳を傾けるよう（周辺環境に含まれる音に向かってエージェントの耳を傾けるよ
う）表示部１５０を制御する。
【００９７】
　より具体的に、表示制御部１２９は、知覚行動に対応するエージェントモデル情報１３
４に基づいて、知覚種別「視覚」に対応するエージェントモデル「うさぎ型エージェント
」を取得する。そして、表示制御部１２９は、エージェントの行動「音に向かって耳を傾
ける」を行うエージェントモデル「うさぎエージェント」（エージェント３２－１０）を
視野５０－７内に表示するよう表示部１５０を制御する。
【００９８】
　知覚種別「聴覚」に対応するエージェントモデル「うさぎ型エージェント」が表示され
ることによって、知覚種別「聴覚」がユーザに把握されやすくなる。あるいは、エージェ
ントモデル「うさぎ型エージェント」の代わりにエージェントモデル「人型エージェント
」が表示されてもよいが、知覚種別「聴覚」に対応する感覚器官「耳」が強調されるよう
なエフェクトが人型エージェントに施されるとよい。また、エージェントモデルの耳が音
に傾けられることによって、どの方向に向かって耳を澄ませばよいかがユーザに把握され
やすくなる。音が存在する方向は、実オブジェクト３１－５（景勝地）の位置に向かう方
向であってよい。
【００９９】
　図１５は、エージェントに知覚行動を行わせる第４の例について説明するための図であ
る。図１５を参照すると、ユーザ２０の視野５０－８が示されている。実空間には実オブ
ジェクト３１－５が存在しており、視野５０－８にはユーザ２０との通信相手を撮像して
得られた仮想オブジェクト３３－１が存在している。なお、図１５に示されるように、実
オブジェクト３１－５は人であることが主に想定されるが、実オブジェクト３１－５の種
類は限定されない。また、仮想オブジェクト３３－１は、通信相手を撮像して得られた仮
想オブジェクトに限定されない。
【０１００】
　また、提案定義情報１３１として、コンテキスト「靴紐が解けている」と、提案情報「
足元を見る」とが関連付けられてなる情報が登録されている場合を想定する。また、エー
ジェント定義情報１３２として、提案情報「足元を見る」とエージェントの行動「否定的
なリアクションを再現する」と行動種別「知覚行動」と知覚種別「視覚」とが関連付けら
れてなる情報が登録されている場合を想定する。
【０１０１】
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　このとき、環境情報取得部１２３は、環境情報を取得する。より具体的に、環境情報取
得部１２３は、センサ部１１０に含まれるイメージセンサによって撮像された画像に基づ
いて、実オブジェクト３１－５の位置（情報処理装置１０と実オブジェクト３１－５との
相対的な位置関係）を取得する。また、環境情報取得部１２３は、実オブジェクト３１－
５のユーザに対するリアクション（例えば、ユーザに対して視線を向けているか否かなど
）を環境情報として取得する。
【０１０２】
　ここでは、コンテキスト取得部１２１は、環境情報に基づいて、実オブジェクト３１－
５のユーザに対する否定的なリアクションを取得する。図１５に示されるように、否定的
なりアクションは、周辺環境にいる実オブジェクト３１－５がユーザに対して視線を向け
ることを含んでよい。コンテキスト取得部１２１は、否定的なリアクションに基づいてユ
ーザの行動情報を判定する。図１５に示された例では、実オブジェクト３１－５の視線が
ユーザの足元に向いている。そこで、コンテキスト取得部１２１は、ユーザの靴紐が解け
ていると判定する。
【０１０３】
　提案情報取得部１２２は、ユーザの周辺環境に関連するユーザへの提案情報を取得する
。より具体的には、提案情報取得部１２２は、提案定義情報１３１に基づいて、コンテキ
スト「靴紐が解けている」に対応する提案情報「足元を見る」を取得する。
【０１０４】
　さらに、表示制御部１２９は、エージェント定義情報１３２に基づいて、提案情報「足
元を見る」に対応するエージェントの行動「否定的なリアクションを再現する」、行動種
別「知覚行動」および知覚種別「視覚」を取得する。表示制御部１２９は、提案情報取得
部１２２によって行動種別「知覚行動」および知覚種別「視覚」が取得された場合、否定
的なリアクションを再現するエージェントを表示するよう表示部１５０を制御する。
【０１０５】
　より具体的に、表示制御部１２９は、知覚行動に対応するエージェントモデル情報１３
４に基づいて、知覚種別「視覚」に対応するエージェントモデル「人型エージェント」を
取得する。そして、表示制御部１２９は、エージェントの行動「否定的なリアクションを
再現する」を行うエージェントモデル「人型エージェント」（エージェント３２－１１）
を視野５０－８内に表示するよう表示部１５０を制御する。図１５に示された例では、エ
ージェント３２－１１は、ユーザに対して視線を向けるという否定的なリアクションを再
現している。
【０１０６】
　以上、エージェントの制御例について説明した。
【０１０７】
　　（１．３．３．情報処理装置の動作）
　図１６および図１７を参照しながら、情報処理装置１０の動作の例について説明する。
図１６および図１７は、情報処理装置１０の動作の例を示すフローチャートである。なお
、図１６および図１７に示したフローチャートは、情報処理装置１０の動作の一例を示す
に過ぎない。したがって、情報処理装置１０の動作は、図１６および図１７に示した例に
限定されない。
【０１０８】
　まず、図１６に示されたように、コンテキスト取得部１２１によって、コンテキストが
取得される（Ｓ１１）。コンテキストには、上記したように、ユーザの行動情報の他、ユ
ーザの予定情報、ユーザのプロファイルが含まれてよい。提案情報取得部１２２は、コン
テキスト取得部１２１によって取得されたコンテキストに基づいて、提案情報の取得を試
みる（Ｓ１２）。提案情報が取得されなかった場合には（Ｓ１３において「Ｎｏ」）、Ｓ
１１に動作が移行される。一方、提案情報が取得された場合には（Ｓ１３において「Ｙｅ
ｓ」）、Ｓ１４に動作が移行される。
【０１０９】
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　表示制御部１２９は、提案情報が思考を伴う行動に対応しない場合には（Ｓ１４におい
て「Ｎｏ」）、Ｓ１６に進む。一方、提案情報が思考を伴う行動に対応する場合には（Ｓ
１４において「Ｙｅｓ」）、エージェントの表現要素（上記では、エージェントモデルを
特定するための要素）にエージェント属性情報を追加して（Ｓ１５）、Ｓ１６に進む。
【０１１０】
　また、表示制御部１２９は、提案情報が知覚行動に対応しない場合には（Ｓ１６におい
て「Ｎｏ」）、Ｓ１８に進む。一方、提案情報が知覚行動に対応する場合には（Ｓ１６に
おいて「Ｙｅｓ」）、エージェントの表現要素（エージェントモデルを特定するための要
素）に知覚種別を追加して（Ｓ１７）、Ｓ１８に進む。表示制御部１２９は、エージェン
トの表現要素に基づいてエージェントモデル（例えば、表現要素に対応するエージェント
モデル）を決定する（Ｓ１８）。
【０１１１】
　なお、エージェントの表現要素が複数である場合には、複数の表現要素それぞれに対応
するエージェントモデルが決定されてよい。例えば、知覚種別「視覚」と知覚種別「嗅覚
」が表現要素である場合、知覚種別「視覚」に対応するエージェントモデル「人型エージ
ェント」と知覚種別「嗅覚」に対応するエージェント「犬型エージェント」が決定されて
よい。あるいは、ユーザ属性情報「イベント参加者」と知覚種別「視覚」が表現要素であ
る場合、ユーザ属性情報「イベント参加者」に対応するエージェントモデル「イベント参
加者の服装をした人型エージェント」と知覚種別「視覚」に対応するエージェントモデル
「人型エージェント」が決定されてよい。
【０１１２】
　図１７に進んで、表示制御部１２９は、決定したエージェントモデルを用いてエージェ
ントを表示するよう表示部１５０を制御する（Ｓ２１）。表示制御部１２９は、ユーザが
エージェントに気づいた状態が検出されない場合、かつ、処理終了指示が検出されない場
合（Ｓ２２において「Ｎｏ」）、Ｓ２２に動作を移行させる。一方、表示制御部１２９は
、ユーザがエージェントに気づいた状態が検出された場合、または、処理終了指示が検出
された場合（Ｓ２２において「Ｙｅｓ」）、提示情報に応じた行動を行うエージェントを
表示するよう表示部１５０を制御する（Ｓ２３）。
【０１１３】
　なお、表示制御部１２９は、ユーザがエージェントに気づいた状態が検出されるまで、
ユーザの注意を惹きやすい所定の行動をエージェントに行わせてもよい。ユーザがエージ
ェントに気づいたか否か（ユーザがエージェントに注目しているか否か）は、ユーザの視
線または顔がユーザの視野内のエージェントに向いているかに基づいて判断してもよいし
、ユーザの生体情報の変化に基づいて判断してもよい。また、表示制御部１２９は、ユー
ザがエージェントに気づいたか否かに関わらず、一律に提示情報に応じた行動を行うエー
ジェントを表示するよう表示部１５０を制御してもよい。
【０１１４】
　あるいは、表示制御部１２９は、提案情報が思考を伴う行動に対応する場合には、ユー
ザがエージェントに気づいた状態が検出された場合に、提示情報に応じた行動を行うエー
ジェントを表示するよう表示部１５０を制御してもよい。一方、表示制御部１２９は、提
案情報が知覚行動に対応する場合には、ユーザがエージェントに気づいたか否かに関わら
ず、一律に提示情報に応じた行動を行うエージェントを表示するよう表示部１５０を制御
してもよい。また、処理終了指示は、ユーザの注目がエージェントから外れたことによっ
て検出されてもよい。
【０１１５】
　表示制御部１２９は、エージェントの行動に従ってユーザが行動しない場合、かつ、ユ
ーザがエージェントを無視しない場合、かつ、処理終了指示が検出されない場合（Ｓ２４
において「Ｎｏ」）、Ｓ２４に動作を移行させる。ユーザがエージェントを無視したか否
かは、ユーザの視線または顔がユーザの視野内のエージェント以外の場所を向いているか
否かに基づいて判断してもよいし、ユーザの生体情報の変化に基づいて判断してもよい。
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あるいは、表示制御部１２９は、ユーザが所定の時間以上エージェントの行動に従って行
動しなかった場合に、ユーザがエージェントを無視したと見做してもよい。
【０１１６】
　一方、表示制御部１２９は、エージェントの行動に従ってユーザが行動した場合、また
は、ユーザがエージェントを無視した場合、または、処理終了指示が検出された場合（Ｓ
２４において「Ｙｅｓ」）、表示終了処理を行う（Ｓ２５）。なお、表示制御部１２９は
、表示終了処理において、エージェントをユーザの視野から削除してもよいし、提案状態
に応じた行動をエージェントに行わせるのを停止してもよいし、提案状態に応じた行動と
は異なる行動（デフォルト動作）をエージェントに継続させてもよい。
【０１１７】
　以上、情報処理装置１０の動作の例について説明した。
【０１１８】
　　（１．３．４．各種の変形例）
　上記のようにして、本開示の実施形態に係るエージェントの制御が実行される。しかし
、エージェントの制御は、上記した例に限定されない。例えば、上記では、思考を伴う行
動をエージェントに行わせる例および知覚行動をエージェントに行わせる例について説明
した。しかし、思考を伴う行動をエージェントに行わせる例および知覚行動をエージェン
トに行わせる例は、上記した例に限定されない。以下では、思考を伴う行動をエージェン
トに行わせる例および知覚行動をエージェントに行わせる例についてさらに説明する。
【０１１９】
　まず、思考を伴う行動をエージェントに行わせる例について説明する。例えば、コンテ
キスト取得部１２１によってユーザがイベント会場の最寄り駅に到達したことが取得され
た場合に、表示制御部１２９は、ユーザと同一または類似する格好（例えば、服装、持ち
物など）をしたエージェント（人型エージェントなど）を表示するよう表示部１５０を制
御してもよい。ユーザは、かかるエージェントを視認することによって、自分が向かう先
にイベント会場があることを察することができる。
【０１２０】
　このとき、ユーザは、エージェント（人型エージェントなど）の持ち物を視認すること
によって、イベント会場に到達するまでに入手したほうがよいものを察することができる
。また、ユーザは、買い物をしているエージェント（人型エージェントなど）を視認する
ことによって、入手したほうがよいものを察することができる。あるいは、ユーザは、か
かるエージェントを視認することによって、自身が向かう先にある休憩スペースが既に満
席である可能性のあることを察することができる。
【０１２１】
　また、例えば、コンテキスト取得部１２１によって所定のコンテキストが取得された場
合、表示制御部１２９は、ユーザに同行しているエージェントに所定の行動をさせてもよ
い。例えば、コンテキスト取得部１２１によってユーザの疲労状態を示す状態情報が取得
された場合、表示制御部１２９は、エージェントに疲れた仕草をさせてもよい。ユーザは
、かかるエージェントを視認することによって、自分もそろそろ休憩したほうがよいと察
することができる。
【０１２２】
　あるいは、コンテキスト取得部１２１によって、（例えば、ユーザが撮像された画像に
基づいて）最後にユーザが水分補給をしてから所定の距離以上歩行したことまたは所定の
時間が経過したことが取得された場合、表示制御部１２９は、エージェントに水分補給を
させてもよい。ユーザは、かかるエージェントを視認することによって、自分もそろそろ
水分補給をしたほうがよいと察することができる。
【０１２３】
　また、コンテキスト取得部１２１によって所定のコンテキストが取得された場合、表示
制御部１２９は、エージェントに所定の行動をさせてもよい。例えば、コンテキスト取得
部１２１によって（例えば、他人が撮像された画像に基づいて）他人がユーザの胸元を見
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ていることが取得された場合、表示制御部１２９は、エージェントにユーザの胸元を見さ
せてもよい。あるいは、コンテキスト取得部１２１によって（例えば、ユーザが撮像され
た画像に基づいて）ユーザのボタンの掛け違いが取得された場合、表示制御部１２９は、
エージェントにユーザの胸元を見させてもよい。ユーザは、かかるエージェントを視認す
ることによって、自分の胸元を確認して、ボタンの掛け違いに気づくことができる。
【０１２４】
　例えば、コンテキスト取得部１２１によって（例えば、他人が撮像された画像に基づい
て）他人がユーザの足元を見ていることが取得された場合、表示制御部１２９は、エージ
ェントにユーザの足元を見させてもよい。あるいは、コンテキスト取得部１２１によって
（例えば、ユーザが撮像された画像に基づいて）ユーザの靴紐が解けていることが取得さ
れた場合、表示制御部１２９は、エージェントにユーザの足元を見させてもよい。ユーザ
は、かかるエージェントを視認することによって、自分の足元を確認して、靴紐が解けて
いることに気づくことができる。
【０１２５】
　例えば、コンテキスト取得部１２１によって（例えば、他人が撮像された画像に基づい
て）イヤホンでユーザが音楽を聴いている間に他人がユーザを見ていること（例えば、不
快な表情でユーザを見ていること）が取得された場合、表示制御部１２９は、音漏れを示
す所定の行動（例えば、耳を塞ぐ行動、音漏れさせながら音楽を聴いて周囲に迷惑を掛け
る行動など）をエージェントにさせてもよい。ユーザは、かかるエージェントを視認する
ことによって、イヤホンまたはヘッドホンから周囲に漏れている音の大きさを確認して、
音漏れを察することができる（音量を上げすぎないように注意することができる）。
【０１２６】
　あるいは、コンテキスト取得部１２１によって、（例えば、ユーザが撮像された画像に
基づいて）ユーザに向かって実オブジェクト（例えば、人、自転車、自動車など）が近づ
いていること取得された場合、表示制御部１２９は、実オブジェクト（例えば、人、自転
車、自動車など）に視線を向けるようにエージェントを変更してもよい。ユーザは、かか
るエージェントを視認することによって、自分も周囲の安全を確認したほうがよいと察す
ることができる。
【０１２７】
　例えば、コンテキスト取得部１２１によって（例えば、匂いセンサによって検出された
匂いに基づいて）シャンプーの匂いが取得された場合、表示制御部１２９は、匂いに注意
を払う所定の行動（例えば、匂いを嗅ぐ行動など）をエージェントにさせてもよい。ユー
ザは、かかるエージェントを視認することによって、知人がシャンプーを変えたことを察
することができる。
【０１２８】
　＜２．ハードウェア構成例＞
　次に、図１８を参照して、本開示の実施形態に係る情報処理装置１０のハードウェア構
成例について説明する。図１８は、本開示の実施形態に係る情報処理装置１０のハードウ
ェア構成例を示すブロック図である。
【０１２９】
　図１８に示されるように、情報処理装置１０は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅ
ｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ）９０１、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）９０３、
およびＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）９０５を含む。また、情報
処理装置１０は、ホストバス９０７、ブリッジ９０９、外部バス９１１、インターフェー
ス９１３、入力装置９１５、出力装置９１７、ストレージ装置９１９、ドライブ９２１、
接続ポート９２３、通信装置９２５を含む。さらに、情報処理装置１０は、撮像装置９３
３、およびセンサ９３５を含む。情報処理装置１０は、ＣＰＵ９０１に代えて、またはこ
れとともに、ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）またはＡＳ
ＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕ
ｉｔ）と呼ばれるような処理回路を有してもよい。
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【０１３０】
　ＣＰＵ９０１は、演算処理装置および制御装置として機能し、ＲＯＭ９０３、ＲＡＭ９
０５、ストレージ装置９１９、またはリムーバブル記録媒体９２７に記録された各種プロ
グラムに従って、情報処理装置１０内の動作全般またはその一部を制御する。ＲＯＭ９０
３は、ＣＰＵ９０１が使用するプログラムや演算パラメータなどを記憶する。ＲＡＭ９０
５は、ＣＰＵ９０１の実行において使用するプログラムや、その実行において適宜変化す
るパラメータなどを一時的に記憶する。ＣＰＵ９０１、ＲＯＭ９０３、およびＲＡＭ９０
５は、ＣＰＵバスなどの内部バスにより構成されるホストバス９０７により相互に接続さ
れている。さらに、ホストバス９０７は、ブリッジ９０９を介して、ＰＣＩ（Ｐｅｒｉｐ
ｈｅｒａｌ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ／Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）バ
スなどの外部バス９１１に接続されている。
【０１３１】
　入力装置９１５は、例えば、マウス、キーボード、タッチパネル、ボタン、スイッチお
よびレバーなど、ユーザによって操作される装置である。入力装置９１５は、ユーザの音
声を検出するマイクロフォンを含んでもよい。入力装置９１５は、例えば、赤外線やその
他の電波を利用したリモートコントロール装置であってもよいし、情報処理装置１０の操
作に対応した携帯電話などの外部接続機器９２９であってもよい。入力装置９１５は、ユ
ーザが入力した情報に基づいて入力信号を生成してＣＰＵ９０１に出力する入力制御回路
を含む。ユーザは、この入力装置９１５を操作することによって、情報処理装置１０に対
して各種のデータを入力したり処理動作を指示したりする。また、後述する撮像装置９３
３も、ユーザの手の動き、ユーザの指などを撮像することによって、入力装置として機能
し得る。このとき、手の動きや指の向きに応じてポインティング位置が決定されてよい。
【０１３２】
　出力装置９１７は、取得した情報をユーザに対して視覚的または聴覚的に通知すること
が可能な装置で構成される。出力装置９１７は、例えば、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙ
ｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、ＰＤＰ（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）、
有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）ディスプレイ、プロジェクタな
どの表示装置、ホログラムの表示装置、スピーカおよびヘッドホンなどの音声出力装置、
ならびにプリンタ装置などであり得る。出力装置９１７は、情報処理装置１０の処理によ
り得られた結果を、テキストまたは画像などの映像として出力したり、音声または音響な
どの音声として出力したりする。また、出力装置９１７は、周囲を明るくするためライト
などを含んでもよい。
【０１３３】
　ストレージ装置９１９は、情報処理装置１０の記憶部の一例として構成されたデータ格
納用の装置である。ストレージ装置９１９は、例えば、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄ
ｒｉｖｅ）などの磁気記憶部デバイス、半導体記憶デバイス、光記憶デバイス、または光
磁気記憶デバイスなどにより構成される。このストレージ装置９１９は、ＣＰＵ９０１が
実行するプログラムや各種データ、および外部から取得した各種のデータなどを格納する
。
【０１３４】
　ドライブ９２１は、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、または半導体メモリ
などのリムーバブル記録媒体９２７のためのリーダライタであり、情報処理装置１０に内
蔵、あるいは外付けされる。ドライブ９２１は、装着されているリムーバブル記録媒体９
２７に記録されている情報を読み出して、ＲＡＭ９０５に出力する。また、ドライブ９２
１は、装着されているリムーバブル記録媒体９２７に記録を書き込む。
【０１３５】
　接続ポート９２３は、機器を情報処理装置１０に直接接続するためのポートである。接
続ポート９２３は、例えば、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）ポー
ト、ＩＥＥＥ１３９４ポート、ＳＣＳＩ（Ｓｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ
　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）ポートなどであり得る。また、接続ポート９２３は、ＲＳ－２３
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２Ｃポート、光オーディオ端子、ＨＤＭＩ（登録商標）（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏ
ｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）ポートなどであってもよい。接続ポー
ト９２３に外部接続機器９２９を接続することで、情報処理装置１０と外部接続機器９２
９との間で各種のデータが交換され得る。
【０１３６】
　通信装置９２５は、例えば、通信ネットワーク９３１に接続するための通信デバイスな
どで構成された通信インターフェースである。通信装置９２５は、例えば、有線または無
線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
、またはＷＵＳＢ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＵＳＢ）用の通信カードなどであり得る。また、
通信装置９２５は、光通信用のルータ、ＡＤＳＬ（Ａｓｙｍｍｅｔｒｉｃ　Ｄｉｇｉｔａ
ｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｌｉｎｅ）用のルータ、または、各種通信用のモデムなどで
あってもよい。通信装置９２５は、例えば、インターネットや他の通信機器との間で、Ｔ
ＣＰ／ＩＰなどの所定のプロトコルを用いて信号などを送受信する。また、通信装置９２
５に接続される通信ネットワーク９３１は、有線または無線によって接続されたネットワ
ークであり、例えば、インターネット、家庭内ＬＡＮ、赤外線通信、ラジオ波通信または
衛星通信などである。
【０１３７】
　撮像装置９３３は、例えば、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）
またはＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏ
ｎｄｕｃｔｏｒ）などの撮像素子、および撮像素子への被写体像の結像を制御するための
レンズなどの各種の部材を用いて実空間を撮像し、撮像画像を生成する装置である。撮像
装置９３３は、静止画を撮像するものであってもよいし、また動画を撮像するものであっ
てもよい。
【０１３８】
　センサ９３５は、例えば、測距センサ、加速度センサ、ジャイロセンサ、地磁気センサ
、光センサ、音センサなどの各種のセンサである。センサ９３５は、例えば情報処理装置
１０の筐体の姿勢など、情報処理装置１０自体の状態に関する情報や、情報処理装置１０
の周辺の明るさや騒音など、情報処理装置１０の周辺環境に関する情報を取得する。また
、センサ９３５は、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）信
号を受信して装置の緯度、経度および高度を測定するＧＰＳセンサを含んでもよい。
【０１３９】
　＜３．むすび＞
　以上説明したように、本開示の実施形態によれば、ユーザの行動情報を取得する行動情
報取得部と、前記行動情報に基づいて、前記行動情報を取得した時点における前記ユーザ
の周辺環境に関連する前記ユーザへの提案情報を取得する提案情報取得部と、前記提案情
報に基づいて、前記ユーザの視野内に前記提案情報に応じた行動を行うアバターオブジェ
クトを表示するよう表示装置を制御する表示制御部と、を備える、情報処理装置が提供さ
れる。かかる構成によれば、ユーザに与える不快感を低減させつつユーザに提案を行うこ
とが可能となる。
【０１４０】
　以上、添付図面を参照しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
開示の技術的範囲はかかる例に限定されない。本開示の技術分野における通常の知識を有
する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更
例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本開示の技
術的範囲に属するものと了解される。
【０１４１】
　例えば、コンピュータに内蔵されるＣＰＵ、ＲＯＭおよびＲＡＭなどのハードウェアを
、上記した制御部１２０が有する機能と同等の機能を発揮させるためのプログラムも作成
可能である。また、該プログラムを記録した、コンピュータに読み取り可能な記録媒体も
提供され得る。
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【０１４２】
　例えば、上記した情報処理装置１０の動作が実現されれば、各構成の位置は特に限定さ
れない。情報処理装置１０における各部の処理の一部または全部はサーバ装置（不図示）
によって行われてもよい。具体的な一例として、情報処理装置１０における制御部１２０
が有する各ブロックの一部または全部は、サーバ装置（不図示）などに存在していてもよ
い。例えば、情報処理装置１０におけるコンテキスト取得部１２１、提案情報取得部１２
２、環境情報取得部１２３、属性情報取得部１２４および表示制御部１２９の一部または
全部は、サーバ装置（不図示）などに存在していてもよい。
【０１４３】
　また、本明細書に記載された効果は、あくまで説明的または例示的なものであって限定
的ではない。つまり、本開示に係る技術は、上記の効果とともに、または上記の効果に代
えて、本明細書の記載から当業者には明らかな他の効果を奏し得る。
【０１４４】
　なお、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。
（１）
　ユーザの行動情報を取得する行動情報取得部と、
　前記行動情報に基づいて、前記行動情報を取得した時点における前記ユーザの周辺環境
に関連する前記ユーザへの提案情報を取得する提案情報取得部と、
　前記提案情報に基づいて、前記ユーザの視野内に前記提案情報に応じた行動を行うアバ
ターオブジェクトを表示するよう表示装置を制御する表示制御部と、
　を備える、情報処理装置。
（２）
　前記ユーザの属性情報を取得する属性情報取得部を更に備え、
　前記表示制御部は、前記属性情報に対応する前記アバターオブジェクトを表示するよう
前記表示装置を制御する、
　前記（１）に記載の情報処理装置。
（３）
　前記ユーザの属性情報は、性別情報を含む、
　前記（２）に記載の情報処理装置。
（４）
　前記ユーザの属性情報は、ユーザの服装を含む、
　前記（２）または（３）に記載の情報処理装置。
（５）
　前記表示制御部は、前記ユーザの属性情報と実質的に同一の属性情報に対応する前記ア
バターオブジェクトを表示するよう前記表示装置を制御する、
　前記（２）～（４）のいずれか一項に記載の情報処理装置。
（６）
　前記表示制御部は、視覚、味覚、嗅覚、聴覚および触覚のうち少なくとも１つに関連す
る前記周辺環境に対する知覚行動を行う前記アバターオブジェクトを表示するよう前記表
示装置を制御する、
　前記（１）～（５）のいずれか一項に記載の情報処理装置。
（７）
　前記表示制御部は、前記周辺環境に含まれる実オブジェクトの方向を向くよう前記アバ
ターオブジェクトの視線方向を変更するよう前記表示装置を制御する、
　前記（６）に記載の情報処理装置。
（８）
　前記表示制御部は、前記周辺環境に含まれる匂い粒子に向かって前記アバターオブジェ
クトの鼻方向を変更するよう前記表示装置を制御する、
　前記（６）に記載の情報処理装置。
（９）
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　前記表示制御部は、前記周辺環境に含まれる音に向かって前記アバターオブジェクトの
耳を傾けるよう前記表示装置を制御する、
　前記（６）に記載の情報処理装置。
（１０）
　前記周辺環境は、前記ユーザの周辺の気象を含み、
　前記表示制御部は、前記気象に関連する行動を行う前記アバターオブジェクトを表示す
るよう前記表示装置を制御する、
　前記（１）～（５）のいずれか一項に記載の情報処理装置。
（１１）
　前記気象に関連する行動は、雨具の購入に関連する行動を含む、
　前記（１０）に記載の情報処理装置。
（１２）
　前記表示制御部は、前記周辺環境に関連する購買行動を行う前記アバターオブジェクト
を表示するよう前記表示装置を制御する、
　前記（１）～（５）のいずれか一項に記載の情報処理装置。
（１３）
　前記表示制御部は、前記購買行動を行うことが可能な店舗前に前記アバターオブジェク
トを配置するよう前記表示装置を制御する、
　前記（１２）に記載の情報処理装置。
（１４）
　前記行動情報は、前記ユーザの疲労状態を示す状態情報を含み、
　前記表示制御部は、前記状態情報に応じた回復行動を行う前記アバターオブジェクトを
表示するよう前記表示装置を制御する、
　前記（１）～（５）のいずれか一項に記載の情報処理装置。
（１５）
　前記回復行動は、休憩に関連する行動および水分補給に関連する行動のうち少なくとも
１つを含む、
　前記（１４）に記載の情報処理装置。
（１６）
　前記行動情報は、前記周辺環境の画像認識結果に基づく前記周辺環境にいる人の前記ユ
ーザに対する否定的なリアクションに基づいて判定され、
　前記表示制御部は、前記否定的なリアクションを再現する前記アバターオブジェクトを
表示するよう前記表示装置を制御する、
　前記（１）～（５）のいずれか一項に記載の情報処理装置。
（１７）
　前記否定的なリアクションは、前記周辺環境にいる人が前記ユーザに対して視線を向け
ることを含む、
　前記（１６）に記載の情報処理装置。
（１８）
　前記情報処理装置は、ＨＭＤ（Ｈｅａｄ　Ｍｏｕｎｔｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ）である、
　前記（１）～（１７）のいずれか一項に記載の情報処理装置。
（１９）
　ユーザの行動情報を取得することと、
　前記行動情報に基づいて、前記行動情報を取得した時点における前記ユーザの周辺環境
に関連する前記ユーザへの提案情報を取得することと、
　前記提案情報に基づいて、前記ユーザの視野内に前記提案情報に応じた行動を行うアバ
ターオブジェクトを表示するよう表示装置を制御することと、
　を含む、情報処理方法。
（２０）
　コンピュータを、
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　ユーザの行動情報を取得する行動情報取得部と、
　前記行動情報に基づいて、前記行動情報を取得した時点における前記ユーザの周辺環境
に関連する前記ユーザへの提案情報を取得する提案情報取得部と、
　前記提案情報に基づいて、前記ユーザの視野内に前記提案情報に応じた行動を行うアバ
ターオブジェクトを表示するよう表示装置を制御する表示制御部と、
　を備える情報処理装置として機能させるためのプログラム。
【符号の説明】
【０１４５】
　１０　　情報処理装置
　１１０　センサ部
　１２０　制御部
　１２１　コンテキスト取得部
　１２２　提案情報取得部
　１２３　環境情報取得部
　１２４　属性情報取得部
　１２９　表示制御部
　１３０　記憶部
　１３１　提案定義情報
　１３２　エージェント定義情報
　１３３　思考を伴う行動に対応するエージェントモデル情報
　１３４　知覚行動に対応するエージェントモデル情報
　１３５　マップ情報
　１４０　通信部
　１５０　表示部
　２０　　ユーザ
　３１　　実オブジェクト
　３２　　エージェント
　３３　　仮想オブジェクト
　４１　　コメント
　５０　　視野
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